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１．はじめに 

  

県内の高等学校を訪問したとき，学校長からこん

な話を聞いた。「高校から大学へ進学する生徒の中で，

最近は推薦入試などで早くから進路が決まってしま

う者がいる。そのような生徒が卒業するまでの間に，

主体的に学べるような良い教材がほしい。」 

また，私たちの経験からも，大学に入学してから

の学習内容が高等学校までに学習した内容と大きく

異なっていてとまどいを感じたことを記憶している。 

そこで，楽しく学ぶ算数・数学プロジェクトの高

等学校教材として，生徒が小・中・高と学んできた

算数・数学を「楽しさ」という視点で整理するとと

もに，今後大学等で学習するために役に立つもの，

そして，学校間総合ネットを活用して生徒が自学自

習できるものを開発することとした。 

そのために，生徒が学習してきた算数・数学の分

野を解析的分野，幾何的分野，代数的分野，確率統

計的分野の４つに分けて，それぞれの分野の特徴を

いかし，面白さや楽しさにあふれ，生徒が意欲的に

学べるように工夫した。 

それぞれの分野は４回に分けて学べるようにして

いる。ここでは幾何的分野について，４回の内容と

構成について述べる。 

 

大学の数学への架け橋

幾何学 編

講義内容（５０分×４回分）

○第１回 幾何学について
○第２回 証明問題
○第３回 作図題
○第４回 オイラーの定理
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解析的分野
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代数的分野

 

 

２．「幾何学編」のねらい 
 

 まず，数学の楽しさはどんなところにあるかにつ

いて考える。 

・ 自由に学ぶ 

「幾何学に王道なし」は「学問に王道なし」と 

いう諺になって受け継がれている。幾何学（学問）

をするのに王様も庶民も区別なく，みんな同じとこ
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ろから始め，誰にとっても近道はない。それぞれの

やり方で自由に学ぶという楽しさがある。 

・ 創作する喜び 

幾何学は定規やコンパスなどを使って，頭の中で

考えたイメージを図に描いて学習を進めることが多

い。手元に置いた白紙の上に，手を動かしたり道具

を使ったりして新しい何かを創作するという喜びが

ある。 

・ 表現する喜び 

どんな学習でも一方的に内容を伝えられるだけで

は楽しくない。分かったことや考えたことをお互い

に伝えあって，よりよいものへと高めていくことが

できる。算数・数学も，最終的には分かったことや

できたこと，考えたことを表現するという楽しみが

ある。 

 

３．「幾何学編」の構成 

 

 幾何学編の内容を，次のように４回に分けて整理

した。 

□第１回 幾何学について 

  ・幾何学が生まれる歴史的な背景 

・定義，公理，定理  

 幾何学について，数学を学ぶことの楽しさから始め，

その上でいつ頃から，どんな考えをもとにして，学

問としての体系にまとめられたかを学ぶ。 

 

□第２回 証明問題 

・基本的な定理の証明 

 小学校から高等学校までに学習した平面図形の性

質を整理する。そして，幾何学の歴史の中で著明な

定理のいくつかを証明しながら，内容を深めていく。 

 

□第３回 作図題 

・定規とコンパスを使った作図 

 定規とコンパスのみを使って，与えられた条件を

満たす図形を描くことを学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□第４回 オイラーの定理 

・位相幾何学への準備 

 空間図形から位相数学の分野への準備として，有

名なオイラーの定理をもとにして，正多面体が５種

類のみであることを学習する。 

 

４．今後の課題 

 

 試作した教材を使って，生徒が自学自習を行い

その結果を様々な視点から評価し，さらに改善を

図りたい。 

下の図を参考にして，辺の長さが a の
正五角形を作図しなさい 


